
次の定例会中の委員会で審査する請願・陳情の提出期限は、12月6日（火）午後5時までです。

○：賛成 ×：反対 △：退席 －：欠席（病気療養） 議：議長（原則、採決には加わらず）
議
　
決
　
結
　
果

自 み 共 公 お 市 会 情 ネ 気 緑
付
　
託
　
先

清
水
　
が
く

吹
春
や
す
た
か

遠
藤
百
合
子

湯
沢
　
綾
子

五
十
嵐
京
子

岸
田
　
正
義

沖
浦
あ
つ
し

鈴
木
　
成
夫

村
山
ひ
で
き

た
ゆ
　
久
貴

水
上
　
洋
志

森
戸
よ
う
子

渡
辺
ふ
き
子

小
林
　
正
樹

宮
下
　
　
誠

白
井
　
　
亨

水
谷
た
か
こ

片
山
か
お
る

斎
藤
　
康
夫

渡
辺
　
大
三

安
田
け
い
こ

古
畑
　
俊
男

坂
井
え
つ
子件　　名 要　　旨

請願・陳情の審議結果
付託先略称　即：委員会付託を省略し本会議で採決
　　　　　　総：総務企画委員会　厚：厚生文教委員会
　　　　　　建：建設環境委員会　議：議会運営委員会

市長の「新庁舎の設計と建設時
期の大胆な見直し」発言を踏ま
え設置される「協議の場」に関す
る陳情書

今後設定される市長と議会による「協議の場」の在り方について、①原
則としてYouTubeで公開すること、②全文筆記形式の議事録を作成する
こと、③資料はＨＰで速やかに公開すること、④市民・関係者が意見を
提出できるようにすることを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 採　択

「地雷」と命名された闇切手事件
の解明と、全庁的再発防止を求
める陳情書

①真相を解明し、市民に報告すること、②通常の質疑で真相が解明でき
ない場合、地方自治法第98条第 １ 項に基づく事務検査を立ち上げ、参考
人質疑等実施すること、③金券類・有価証券類に関する全庁的な実態調
査を行い、再発防止策を講じることを求める。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 採　択

日本大学事件と小金井市新庁舎
の設計会社との関係等について
市報や市ＨＰでの説明を求める
陳情書

①市長に対して、当該設計会社に聞き取り調査を行い、市報及び市ＨＰ
で内容を公表するよう求めること、②市長による調査が不十分だと判断
される場合、本陳情が付託された委員会に、当該設計会社を参考人とし
て招致し、事実関係を解明することを求める。

× × × × × × × 議 × ○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × 総 不採択

市民いこいの家の売却に関する
陳情書

市民いこいの家の売却に当たり、①社会福祉協議会は、遺贈者の意思を
尊重し、庭園を残す条件を付け、できるだけ高値で売るよう努力するこ
と、②売却は公平かつ透明な形で行うこと、③①、②を実現するために
固定資産税の支払猶予等の支援をすることを求める。

× × × × × × × 議 × ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ 厚 不採択

都市計画道路の問題に関する陳
情書

３ ・ ４ ・ １ 号線と ３ ・ ４ ・１１号線の問題である。どちらをとるのかと
言われたのかと推理する。市長は都知事ではない、一介の市長に過ぎ
ない。連雀通りの拡張は立退料や抵抗が大きく非常に危険な道路であ
る。市民の生命から ３ ・ ４ ・ １ 号線をとると考える。

× × × × × × × 議 × － × × × × × × × × × × × × × 建 不採択

都心への核攻撃があった場合、
本市における被害推定と市民の
生存・延命のための方策の策定
をするべきとする陳情書

ロシアのウクライナ侵攻により、災害の概念に独裁者による一方的な軍
事力行使を加え、現状、自然災害のみに限定している従来の防災計画を
一から見直し、都心への核攻撃があった場合、本市における被害推定と
市民の生存・延命のための方策の策定を求める。

× × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × △ × × × 総 不採択

本市・隣接市における中長距離
ミサイルの標的になる施設のリ
ストアップを行い被弾時の市民
救済方策の策定を求める陳情書

ロシアのウクライナ侵攻により、災害の概念に独裁者の一方的な軍事力
行使を加え、現状、自然災害のみに限定している従来の防災計画を見直
し、本市・隣接市での中長距離ミサイルの標的になる施設のリストアッ
プ、被弾時の市民救済方策の策定を求める。

× × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × △ × × × 総 不採択

浅川など広域支援ごみ処理によ
り域外で排出される本市分CO 2
量の数字を誠実に扱うことを求
める陳情書

廃棄物処理事業にかかるCO 2 排出量について、他市の方々にご負担い
ただく本市責任分のCO 2 量を自ら算定し、市気候非常事態宣言に伴う
全ての計画に明記した上でCO ２ 削減計画を誠実に進めていくことを求
める。

× × × × × × × 議 × － ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × 建 不採択

小金井市地球温暖化対策地域推
進計画における統計数字積算根
拠の開示を求める陳情書

地球温暖化対策地域推進計画における統計数字積算根拠の開示は、気候
非常事態宣言が行政によるプロパガンダとみなされないための最低絶
対条件であるとして、その公開を求める。

× × × × × × × 議 × － ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × 建 不採択

小金井市地球温暖化対策地域推
進計画に使用されている統計数
字の検証を求める陳情書

東京市町村自治調査会が作成した資料の数字を用いて計画された市地
球温暖化対策地域推進計画は、遂行に当たって科学的統計データの信ぴ
ょう性に関して検証を必要とするため、同計画に使用しているCO 2 排
出量に関する統計数字の専門家の検証を求める。

× × × × × × × 議 × － ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × 建 不採択

起案書なしで行われている事業
の見直しと庁内の意思決定プロ
セスが正常に機能しているかど
うかの確認を求める陳情書

市地球温暖化対策地域推進計画にある廃棄物部門排出CO 2 量の資料を
使用するための起案をあげておらず、当該資料の使用に基づく事業の見
直しと全庁的に起案なしで行われている事業の総点検、意思決定プロセ
スが正常に機能しているかの確認を求める。

× × × × × × × 議 × － × × × × × × × ○ × ○ × × × 建 不採択

小金井市特別職員の服務の宣誓
に関する条例の制定を求める陳
情書

首長及び議員は、主権者の選挙により選出されたのであるから、当選証
書の受領に際して主権者に対して、日本国憲法の権利にかかる条項を論
理解釈することを明らかにした特別職員の服務の宣誓に関する条例を
制定することを求める。

× × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × 総 不採択

「小金井市憲法条例」の制定を求
める陳情書

職員の服務の宣誓にかかる条例の別記様式の宣誓書に「日本国憲法を尊
重し」と記載されており、その「日本国憲法」が玉虫色であり、解釈に
よって逆の意味になるという問題があり、意思統一が求められることか
ら「憲法条例」の制定を求める。

× × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × × × × × 総 不採択

職員採用において地方公務員法
に基づき適正な試験が行われて
いるかについてのエビデンスの
開示を求める陳情書

職員採用試験問題の情報公開請求を行うと非公開となり、現在、市民
は、職員の能力の程度について何も知りえない。ついては市職員が地方
公務員法に基づき相応の能力を有しているかどうかについて客観的に
証明するエビデンスの開示を求める。

× × × × × × × 議 × × × × × × × × × × × ○ × × × 総 不採択

個人情報の暴露を伴うマッチング
アプリを市が行うリユース事業の
主体に据え利用者の責任で運用さ
れる計画の再策定を求める陳情書

市の重要課題であるリユース事業において、安全性の担保もせずに一民
間企業のアプリに依拠し、それの広告宣伝の徒に堕していることはまと
もな行政が行うものと思われず、不完全かつ公序良俗を害しかねない事
業計画は容認できない。計画の再策定を求める。

× × × × × × × 議 × ○ ○ ○ × × × × × × × ○ × × × 建 不採択

貫井北町中間処理場の新規ごみ減
量啓蒙施設における市民利用数を
現状の２００倍以上にすること、も
しくは用途変更を求める陳情書

ごみ減量啓蒙施設が市民利用数を現状の２００倍以上を達成できない場合
は当該エリアの破棄による建設費の圧縮、常設のリユース事業所の設置
等用途変更を行い、市民の年間利用数において10,000人超えを目標とし
た事業をこのエリアに策定することを求める。

× × × × × × × 議 × ○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ ○ × × 建 不採択

小金井市野川クリーンセンター
稼働に際し、旧リサイクル事業
所以上のリユース実績を上げる
ことを求める陳情書

市施設ごみゼロ化行動基本計画においてリユース事業は ３ Rの一つを担
う重要な施策であり、官が率先してそれを成し遂げるべきとして、新た
な施設において少なくとも旧リサイクル事業所の実績、年間９０トンを超
えるようリユース事業の展開を行うことを求める。

× × × × × × × 議 × ○ ○ ○ × × × × × ○ ○ ○ ○ × × 建 不採択

沖縄「復帰」５０年、全国の地方議会に対し公正かつ民主的な手続きに則り、沖縄の基地負担の軽減を呼び
かける決議を求める陳情書の撤回 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 承　認

【会派略称】�自：自由民主党・信頼の小金井　　み：みらいのこがねい　　共：日本共産党小金井市議団　　公：小金井市議会公明党　　お：小金井をおもしろくする会　　市：市民といっしょにカエル会
会：こがねい市民会議　　　　　　情：情報公開こがねい　　ネ：生活者ネットワーク　　　　気：元気！小金井　　　　　緑：緑・つながる小金井
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※報告会の当日の
模様はYouTubeで
ご覧になれます。
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